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阪神電気鉄道株式会社（本社：大阪市 社長：秦雅夫）のグループ会社である六甲山観光株式会社

（本社：神戸市 社長：宮西幸治）が、六甲山上で運営を行っている六甲高山植物園では、様々な花が咲
き誇るベストシーズンを迎えました。園内では、花木の王様との呼び名もある「ツクシシャクナゲ」や「ロード
デンドロン・アルボレウム」(ヒマラヤのシャクナゲ)が咲き始め、園内をピンクや真紅に彩っています。 

 
 
     

 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ツクシシャクナゲ(ツツジ科) 
九州、四国から本州(紀伊半島)の広葉樹林内に生育する

高さ３～４ｍの常緑低木です。ピンク色の花は径約５ｃｍ、

先が７つに分かれており、枝先にこぼれんばかりにボール

状の花をつける様子から「花木の王様」「高嶺の花」とも呼

ばれています。園内では、他にハクサンシャクナゲ、ホソバ 

シャクナゲ、ヤクシマシャクナゲなどを栽培しており、６月 

上旬まで華やかな花を咲かせる見込みです。 

【その他のシャクナゲに関しては次ページに記載しています。】 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

六甲高山植物園 ベストシーズン到来 
花木の王様 シャクナゲ類がまもなく見頃に！ 

 

資料提供：２０１７年４月２８日（金） 
送信元：六甲高山植物園 

◆リリースに関するお問い合わせ先 
六甲高山植物園     
ＴＥＬ：０７８－８９１－１２４７／〒６５７－０１０１  神戸市灘区六甲山町北六甲４５１２－１５０ 
◆営業概要(２０１７年) 
【開園期間】 ３月１８日(土)～１１月２３日(木・祝) ※９月７日(木)は休園 
【開園時間】 １０：００～１７：００（１６：３０ 受付終了） 
【入 園料 】 大人（中学生以上）６２０円 ／ 小人（４歳～小学生）３１０円 ／ シニア割引(６５歳以上)５２０円 

 
六甲山ポータルサイト  http://www.rokkosan.com/ 
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園内を彩る多種多様なシャクナゲ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

◆ホソバシャクナゲ(ツツジ科) 
 本州の静岡県から愛知県にかけて日当たりの良い山地

に生育する日本固有のシャクナゲ。高さは１～２ｍで、横

に枝を広げて径４～５ｃｍのピンク色の鮮やかな花を咲か

せます。長さ７～１８ｃｍ、幅１～２ｃｍの細長い葉が特徴

的で、名前の由来にもなっています。全国、愛知県共に、

絶滅危惧種Ⅱ類に分類されており、種の存続が危ぶまれ 

ている花の一つです。    
◆ヤクシマシャクナゲ(ツツジ科) 
 屋久島の固有種で、標高１,５００ｍ以上のササの中に生

える高さ１．５ｍほどの常緑低木。つぼみの時は赤紫色、

開くと白色になる花を木いっぱいに付けます。花色や矮性

化した姿、葉の形などに目をつけられ、ヨーロッパなど、西

洋では矮性品種の母種として、脚光を浴びました。 
      

◆ロードデンドロン・アルボレウム 〈ヒマラヤのシャクナゲ〉（ツツジ科） 
ヒマラヤに生育する高さ３０ｍにもなる常緑樹。ヒマラヤでも人口密度の高い、標高１,０００ｍ～２,０００ｍ
あたりに多く分布し、ネパール王国の国花になっています。花色は変異が多く、深紅色～淡紅色まで株によ
って様々です。当園に咲くものは、１９５９年(昭和３４年)西北ネパール探検隊より種子を譲り受け、大切
に育てている歴史ある株です。現在見頃を迎え、５月上旬ごろまでお楽しみいただける見込みです。 

 

六甲山ポータルサイト  http://www.rokkosan.com/ 

ホソバシャクナゲ 

ヤクシマシャクナゲ 


